
ゲ
ベ
ー
ル
銃

（
秋
田
市
立
佐
竹
史
料
館
蔵
）

ゲ
ベ
ー
ル
銃
は
、
高
島
秋
帆
（
一
七
九
八
〜
一
八
六

六
）
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
し
た
円
弾
と
発
火
薬
を
銃

口
か
ら
込
め
る
前
装
式
の
銃
で
、
洋
式
輸
入
銃
の
中
で

最
も
早
く
普
及
し
ま
し
た
。

引
き
金
を
引
く
と
、
ハ
ン
マ
ー
が
火
打
石
を
た
た
い

て
筒
内
の
火
薬
に
発
火
さ
せ
て
弾
を
打
ち
出
す
方
式
の

銃
で
、
火
縄
に
点
火
し
て
い
な
け
れ
ば
発
砲
で
き
な
い

火
縄
銃
よ
り
進
ん
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
雨
天
時
は
発
砲
で
き
な
い
場
合
が
多
く
、

、

更
に
火
縄
銃
よ
り
発
火
さ
せ
る
の
に
力
が
か
か
る
の
で

、

。

狙
い
が
ぶ
れ
や
す
く

命
中
率
は

〜

％
で
し
た

0.2
0.5

秋
田
藩
の
家
老
宇
都
宮
孟
綱
の
日
記
を
見
る
と
、
元

治
元
年
（
一
八
六
四
）
頃
か
ら
ゲ
ベ
ー
ル
銃
の
大
量
購

入
を
命
じ
て
お
り
、
軍
事
の
近
代
化
に
腐
心
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

同
じ
頃
薩
摩
藩
や
佐
賀
藩
で
は
、
薬
莢
の
つ
い
た
弾

を
銃
の
後
ろ
か
ら
装
填
し
、
か
つ
銃
の
内
部
に
溝
（
ラ

イ
フ
ル
）
が
彫
ら
れ
た
最
新
式
の
ス
ペ
ン
サ
ー
銃
を
導

入
し
て
お
り
、
ゲ
ベ
ー
ル
銃
は
完
全
に
時
代
遅
れ
の
も

の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

激
動
す
る
時
代
の
中
で
、
秋
田
藩
に
と
っ
て
の
軍
事

の
近
代
化
の
象
徴
で
あ
っ
た
、
ゲ
ベ
ー
ル
銃
を
と
く
と

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
本
紙
の
写
真
は
展
示
品
と
は
異
な
り
ま
す
）

土
崎
湊
ヨ
リ
岩
館
迄
海
岸
絵
図

（
県
Ｃ
ー
１
６
０
）

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
月
に
幕
府
か
ら
海
岸
絵

図
の
提
出
が
求
め
ら
れ
る
以
前
に
作
製
し
た
海
岸
絵
図

で
す
。

吉
川
久
治
が
測
量
術
を
駆
使
し
て
作
製
に
当
た
っ
た

「
海
岸
絵
図
」
が
完
成
す
る
以
前
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な

海
岸
絵
図
で
、
海
防
策
の
立
案
に
使
用
さ
れ
た
り
、
同

年
五
月
か
ら
十
月
に
秋
田
を
訪
れ
た
国
目
付
へ
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

（
県
Ｃ
ー
１
７
１
）

出
羽
国
山
本
秋
田
河
辺
郡
村
々
海
岸
絵
図

吉
川
久
治
が
「
海
岸
絵
図
」
完
成
後
に
再
度
作
製
し

た
絵
図
の
下
書
き
で
す
。
男
鹿
半
島
の
部
分
が
よ
り
詳

細
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
絵
図

（
県
Ｃ
ー
３
５
４
）

「
チ
ュ
ブ
カ
諸
島
の
図

（
県
Ｃ
ー
３
５
７
）
と
接
続

」

す
る
絵
図
で
、
千
島
列
島
最
北
端
と
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半

島
が
描
か
れ
て
お
り
ま
す
。
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絵
は
が
き
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
前
期

と
は
絵
柄
が
異
な
り
ま
す
。
お

一
人
様
三
枚
ま
で
。
公
文
書
館

カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
ま
す



改
正
蝦
夷
全
図

（
混
２
５
ー
１
７
６
）

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
六
月
に
江
戸
の
播
磨
屋
と

山
城
屋
が
刊
行
し
た
木
版
の
絵
図
で
す
。

旅
行
の
便
を
図
っ
た
携
帯
用
の
小
型
サ
イ
ズ
で
、
上

（

）

。

方
に
蝦
夷
方
言

ア
イ
ヌ
語

が
記
さ
れ
て
お
り
ま
す

蝦
夷
地
闔
境
輿
地
全
図

（
県
Ｃ
ー
３
６
６
）

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
四
月
に
江
戸
の
播
磨
屋
が

大
量
に
刊
行
し
た
木
版
多
色
刷
の
絵
図
で

藤
田
良

惇

、

（

斎
）
の
識
語
が
あ
り
ま
す
。

、

経
線
・
緯
線
が
入
っ
て
お
り
本
格
的
に
見
え
ま
す
が

あ
ま
り
正
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

百
三
段
新
屋
滝
之
下
台
場
絵
図

（
県
Ｃ
ー
１
１
０
）。

秋
田
市
浜
田
滝
之
下
に
築
か
れ
た
台
場
の
絵
図
で
す

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
秋
田
藩
は
台
場
守
備
の
た

め
新
家
（
献
金
に
よ
り
武
士
身
分
を
獲
得
し
た
有
力
農

民
・
商
人
）
の
海
岸
居
住
を
命
じ
ま
す
。

し
か
し
滝
之
下
台
場
に
大
砲
が
設
置
さ
れ
た
の
は
安

政
六
年
（
一
八
五
九
）
で
、
訓
練
と
し
て
実
弾
射
撃
を

行
っ
た
の
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
で
し
た
。

秋
田
藩
は
新
家
に
度
々
御
用
金
を
課
し
て
お
り
、
こ

こ
か
ら
藩
は
新
家
に
対
し
て
、
軍
事
力
よ
り
財
力
を
期

待
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

秋
田
郡
舟
川
村
台
場
築
立
目
論
見

（
斧
５
０
１
９
）

男
鹿
半
島
に
渡
部
村
を
開
い
た
渡
部
斧
松
（
一
七
九

三
〜
一
八
五
五
）
に
よ
る
台
場
建
設
の
見
積
書
で
す
。

長
さ
十
・
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
七
・
二
メ
ー
ト
ル
、
深

さ
一
・
八
メ
ー
ト
ル
規
模
の
台
場
を
船
川
村
に
築
い
た

場
合
、
人
足
五
十
五
人
が
必
要
で
、
手
間
賃
を
一
人
あ

た
り
一
貫
五
百
文
渡
す
と
計
算
し
て
、
総
計
八
十
二
貫

五
百
文
が
必
要
で
あ
る
と
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
船
川
の
他
、
北
浦
、
戸
賀
、
畠
等
に
、
大
小
様

々
な
規
模
の
台
場
を
建
設
し
た
場
合
に
必
要
な
人
足
の

数
と
経
費
が
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。

御
備
大
砲
有
弾
取
調
帳

（
Ａ
３
９
３
ー
８
）

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
時
点
で
秋
田
藩
が
保
有

し
て
い
た
大
砲
・
砲
弾
の
種
類
・
数
量
を
記
し
た
記
録

で
す
。
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